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グローバル化社会を捉えさせる中学校社会科単元開発研究
松本憤平(岡山大学大学院) 桑原敏典(岡山大学)
本研究は,生徒にグローバル化が進んだ現代社会を捉えさせるための中学校社会科の授業構成の原理 と
方法を提案 しようとするものである｡そのために,本研究においては,教材 として外国人労働者問題を
取 り上げ,外国人の労働者が近年なぜ増加 しているのかを探究させることを通 して,グローバル化の実
態とその原因を把握させる｡教材開発においては,社会学者のサスキア ･サ ッセン氏の論を手がか りに
到達 目標である概念的説明的知識を抽出 し,グローバル化が進んだ世界に対する科学的認識を形成する
ことを目指 した｡
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I. はじめに
近年,我が国において外Bl人労働者が増加 してい
る｡日本における外国人登録者数は,現在,200万
人を超えているが,これは 1990年時と比較して 2
倍となっている 1)｡ 移民 ･外国人労働者の受け入れ
や,彼らとの共生は,かつては西欧諸国,アメリカ
合衆国などが抱える問題であったが,今や我が国に
おいても重要な課題となっている｡
こうした変化は,社会のグローバル化を原因とし
ているo｢グローバリゼーションは,一般的には,国
境を越えるヒト･モノ ･カネそして情報や技術の拡
大を意味し,そうした越境的な状況をさす語と理解
されて｣ 2)きたと社会学者である伊預谷登士翁氏は
述べている.グロ-パル化が進んだ背景には,多国
籍企業の台頭がある｡伊線谷氏が,｢国家政策の根幹
である財政政策や金融政策,あるいは税制は,今や
多国籍企業の力を無視できなくなって｣ 3)いると述
べているように,特に 1990年代以降,多国籍企業
主導の世界の統合化が進み,国民国家の地位 ･影響
力を相対的に低下させ,各国の政策まで左右するよ
うになったのである｡
社会のグローバル化を背景として,近年,外国人
労働者問題を取 り上げた教育内容開発研究が国際理
解教育や異文化理解教育の研究の一環として,学会
等で報告されるようになった 4)｡これらの研究にお
いては,一般に,他者の心情への共感的理解と問題
解決に向けての社会参加が重視され,外国人労働者
を社会の一員として受け入れていこうとする態度を
養うことが目指されている｡
しかしながら,外国人労働者問題など,グローバ
ル化を原因とする問題は人々の意識を変えていくだ
けでは解決できない面を持っている｡ 外国人労働者
問題をはじめとする経済的 ･社会的問題は,根本的
には社会の構造やシステムに起因しており,それら
をふまえた制度の変革なくしては根本的な問題解決
は国雄だからである｡そもそも外国人労働者や移民
がなぜ増加しているのか,彼らはなぜ生まれたBlを
遠く離れて働 くのか,受け入れる側の社会はなぜ彼
らの労働力を必要としているのかといった問題に対
する科学的な認識形成が,問題解決には不可欠であ
ろう｡ グローバル化の仕組みを科学的に捉えさせる
ことが必要となるのである｡
このような問題意識から,本研究においては,社
会学者サスキア ･サッセン氏の論を手がかりに単元
開発を行う 5)｡サッセン氏は,多国籍企業やグロー
バル資本による,金融のBl際的展開はグローバル都
市という具体的な場に基づいて展開するものだとし,
グローバル都市に集合するものの中でも移民 ･外国
人労働者に着目して,グロ-パル化社会を論 じてい
る｡本研究では,サッセン氏の論に基づき,外国人
労働者問題の探究を通して,グローバル化社会を捉
えさせる単元開発を行っていくこととする｡
ll. 教科書記述にみる外国人労働者の取り扱い
現行の中学校社会科教科書では,地理的分野 ･公
民的分野において外国人労働者について取 り上げて
いる 6)｡ 地理的分野においては,｢移動｣という地理
的概念に着目し,国際化する社会の中での我が国,
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世界における外国人労働者の増加の実態について述
べられている｡ 公民的分野においては,我が国にお
いて増加する外国人労働者とわれわれ日本人が互い
を理解し,共生する社会をつくりあげる必要性につ
いて記述されている｡
地理的分野における外国人労働者についての教科
書記述は,『平成 10年度版中学校学習指導要領社会
科編』の地理的分野の内容 (2)｢地域の規模に応 じ
た調査｣や,内容 (3)｢世界と比べて見た日本｣に
みられる｡
内容 (2)｢地域の規模に応じた調査｣では,主に,
世界の国々を調べる学習の中でアメリカ合衆国が取
り上げられた際に,言及されている｡例えばA社の
教科書には,単元 ｢世界の国々の調査｣の ｢4 さ
まざまな民族と文化｣において,｢スポーツ,科学技
術,芸術などの分野で,多くの移民が貢献 していま
す｡また,先端技術産業の分野で重要な役割を果た
している人々もいます｡いっぽう,農業,工業,サ
ービス業で,低賃金で働き,アメリカ経済を支えて
いる移民もたくさんいます｣という記述がみられる｡
A社の教科書は,外Bl人労働者問題の背景に賃金格
差があることを示唆 していると言える｡
内容 (3)｢世界と比べて見た日本｣では,世界や
日本における交通網の発達,それに伴うヒト･モノ
の移動の活発化に関連 して移民 ･外国人労働者が取
り上げられている｡ 例えば,B社は,単元 ｢結びつ
きからみた日本｣の ｢1 国際化する世界｣におい
て,｢最近,日本では外国人労働者への依存度が高ま
ってきており,ブラジル人など,ラテンアメリカの
日系の人々も増えてきました｣と記述している｡ ま
たC社は,テーマ学習として外国人労働者問題を取
り上げ,｢地域の国際化について考えよう｣で日本の
中でも外B]人労働者の多い地域である静岡県,群馬
県を例に,日本人と外国人の共に生きる社会への道
について考えさせている｡
次に公民的分野においては,学習指導要領の内容
(1)｢現代社会と私たちの生活｣に,外国人労働者
についての記述がみられる｡例えばB社は,単元｢わ
たしたちの生活と現代社会｣の ｢2 現代日本の歩
みと世界との結びつき｣で ｢日本社会の国際化｣で
｢国際化は,私たちの身のまわりで起こっているの
です｡これからの日本社会は,さまざまな国や民族
の文化が共存する多文化社会へと変わっていくでし
ょう｡そこで,今よりいっそうおたがいが理解し合
ってくらす社会 (共生社会)をつ くるために,努力
していく必要があります｣と記述している｡公民的
分野においては,外国人に対して偏見をもたず,共
に生きる社会をつ くりあげることの大切さについて
記述 している｡
また,小学校社会科教科書においても,中学校教
科書ほどの内容量はみられないものの,外国人労働
者,移民についての記述がなされている｡
C社の第 6学年用社会科教科書 ･下では,単元 3
｢世界の中の日本｣において,｢自分の国の文化や伝
統を理解するいっほうで,おたがいの文化や伝統を
理解 し合い,差別やへん見なく交流することが,世
界の人々と手をつなぐ第一歩です｣｢日本の各地に,
大勢の外国人が働きに来ています｡観光や留学に来
る人も多くなり,日本の学校にも外国の子どもたち
が通い,日本人といっしょに学んでいます｣との記
述がある｡これは,『平成 10年版小学校学習指導要
領 社会科編』の第6学年の内容 3のイ ｢我が国の
国際交流や国際協力の様子及び平和な国際社会の実
現に努力している国際連合の働き｣に関連するものと
考えられる｡中学校社会科公民的分野と同様,日本
において外国人が増加 していること,彼らに対 して,
偏見なく交流することの大切さを述べている｡
以上についてまとめたものが表 1である｡ 我が国
の社会科教科書の外国人労働者に関する記述の特徴
として,次の二点が指摘できる｡
第-に,外国人労働者が増加していることや,政
治 ･経済 ･文化などさまざまな分野において国際化
が進んでいる事実のみが取 り上げられ,外国人労働
者 ･移民労働者増加の原国を追究させるような記述
となっていないことである｡地理的分野では,移民
増加の要因について考えさせようとする記述も見ら
れるものの,社会の変化や,他の事象との関連 ･社
会背景から捉えさせようとする視点は欠けている｡
第二に,地理的分野,公民的分野,小学校社会科
ともに,外国人との共生の実現を最終的な目標とし
ている点である｡｢共生｣の概念は,｢相手のことを
理解し,受け入れる｣というものである｡しかし,
こうした記述内容は,｢恵まれない環境にある外国人
労働者の人たちを先進国であるわれわれ日本人は受
け入れていかないといけない｣という態度を,問題
に対する科学的な原因追究を踏まえず形成すること
となり,それは必ずしも合理的なものとは言えない
のではないか｡
社会科において目標とされるのは,科学的な社会
認識に基づいた市民的資質の育成である｡偏見や先
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表 1 外国人労働者に関する教科書記述
地理Fl(J分野 (2) 地域の規模にJ.LAtじた調査 単元 rEl拍トの匡I々 の調査｣の アメl)カ什衆l司や東京都を例として,l司際化が進
｢1 さまざまな民族と文化｣ み,労働や観光を目的に外E]へと才~Jこく人が増えて
(A粧) いるつ
際化するlfF:琳｣ ト .モノの移動のi.ITijE化に関連 移民 .外lfr人
(B軒 ) 労働者も増加 しているo
テーマ学習 ｢地域の国際化について考え 特色ある国際交流が行われている地域を1仕り.卜
よう｣ (C什) げ,外国人との)1,-.!一二.の方法について考えさせるo
公民rl(J分野 (目 視代什会と私たちの′卜描 単)t｢わたしたちの1日lTI.と規代什会｣の｢2 現代 HJ1この歩みと E[潮 との結びつき｣ (B什) Ll木に住む外l司人の人たちと理解 しあい,共′[:.するfl二会づ くりの 切 さについて考えさせる〇
小学校什会朴 3のイ 我が国U.)国際交流や国際協力U.) 単)t｢El:非の中のlT:1く｣の｢2 FH:卯の:1;,朴とll本の役割｣ (C社) 現在の[l]:非では,経済や文化,スポーツなどの分第 6!‥円‥ 様子及び平和な国際社会U)実現に努力し 野において交流が進んでお り,互いの文化を埋
(4社の教科書分析より,筆者作成)
入観にとらわれることなく,科学的な社会認識に基
づいて現実的に外国人労働者と共生する社会を作 り
出すためには,彼らが国境を越えて移動する理由を,
経済や社会の動 きと関連させて,グローバル化とい
う大きな世界の変化を背景に捉えさせることが必要
であろう｡
ll.社会科単元開発研究における外国人労働者の取
り扱い
1990年代以降,我が国において,外国人労働者を
題材として扱う教育が多 く行われるようになった｡
ここでは,外国人労働者の移動をグローバル化を
背景に捉えさせようとした研究として,以下の 3つ
を取 り上げて検討 していくこととする｡
①田中泉 ｢他民族 ･多文化理解のための世界史学習
の教材開発一単元 ｢18･19世紀のアメリカ合衆国｣
-｣
②鈴相克徳 ｢中学校社会科における多文化共生に関
する公民シミュレーション教材の開発一定住外国人
との共生を図る ｢希望が丘団地｣を事例として-｣
③藤原孝幸 ｢グローバル教育における多文化学習の
授業方略-シミュレーション教材 ｢ひょうたん島問
題｣を事例として-｣
3氏の研究は,授業の目標を,事実に対する認識形
成とするか,意思決定とするか,行動力育成とする
かという点で異なっている｡以下,①田中氏の単元
を ｢事実認識重視型｣,②鈴村民の単元を ｢意思決定
力育成重視型｣,③藤原氏の単元を ｢態度形成型｣と
して分析 し,その特徴を明らかにしていきたい｡
1 事実認識重視型一単元 ｢18･19世紀のアメリカ
合衆国｣
①の田中氏による単元 ｢18･19世紀のアメリカ合
衆国｣は,高校世界史における多文化理解の単元で
ある｡アメリカ合衆国における多文化化について,
歴史的事象 ･背景から,先住アメリカ人 ･黒人労働
者差別の経緯について考えさせるものである｡
各小単元の目標は次の表のようになっている｡
表 2 ｢18.19世紀のアメリカ合衆国｣の単元構成
小単.ノ亡γl 学習の目標
･[1I. 先付アメリカ人と13植民地のJt=i成 ;F川三アメリカ人は,イギリスの開拓の障害物 として次第に排除されてい-)たことを理解するC,
C2) アメリカgLい■r二卓/ゝ イギリスの重商_i:_義政策に対 して,植民地者が軌争を起 こし,植民地側が勝利 したことを理解
lLJ するC,
③ アメリカ合衆国憲法の制定 とマイノ テ ィ 民 口二義 を標傍する塵jlJ)国家が建設 されたが,
黒人ljl宗一tはlrl人の所有物 とされ,-IL什アメ.)カ
人は我執国国民 とならなかったことを埋解す
る〇
亘) 頂 上の拡 大とlFt小三アメリカ人 合衆国の領 卜拡大に伴い,此il.り移作はLや文Tリ‖ヒ雌策によって北住アメリカ人の叶.清が変化 し
たことを理解するo
⑤ 黒人奴隷;lfり度の 南北戦争が勃発 し,北都が勝利 して批隷解放が
施展 と南北戦争 莫規 したことを理解するつ
化 と黒人差別の 誤植が1h上院されたにもかかわらず,黒人に対す
l伸 火 ｢他民放 ･多文化理解のためのITf.駆出 学習の放け開発 一単)亡｢18･
19il:紀のアメリカ(†衆回｣-｣,十回什会朴教育学会 『社会科L]J]究』第 48
早,1998隼,p.76.をもとに筆者作成
本単元においては,マイノリティに視座を据えることによ
って,社会の多文化化･多民族化とその原因を理解させ
ることが一貫して目標とされているといえる｡しかし,そこ
で獲得させる知識は,｢1954年のブラウン事件に対する
連邦最高裁の判決で,｢分離はすれども平等ならば｣が
違憲と判断された｡上 ｢連邦最高裁の判決の後も,差別
はなくならなかったので,キング牧師を中心に黒人差別
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撤廃を求める公民権運動が起こった｡｣など,アメリカ社
会についての個別的記述的知識がほとんどである｡他
の多民族社会を説明するような知識,グローバル化社会
を説明するような,一般的説明的知識の獲得は目指さ
れていないといえる｡
②の鈴村氏による単元 ｢希望が丘団地｣は,我が
Blにおいて外国人労働者の多い地域である愛知県豊
田市をモデルとした ｢希望が丘団地｣ という架空の
町を想定 し,豊田市の外Bl人労働者の中でも最も多
くを占める日系ブラジル人との共生の方法を考えさ
せ,シミュレーション･意思決定を行うものである｡
表3 ｢希望が丘団地｣の内容構成
異文化理解 多文化車義の
ステ ップ 1 ′rL.J]ri習慣 が違う ? マナー .習慣 意lL:fit-達
ステ ップ2 ごみの始末のイT:ノ/がわか らない マナー .習慣
ステ ップ 3 環境美化の lTなんて 勤労家族 ｢民放と文化｣個 人集ト｣.ー普遍差異の葛藤
ステ ップ ′1 どうすればいいのか 日本の教育 教育.､i':枚
鈴fJ克徳 ｢中学校il,会科における多文化｣liJT-._に関す る公民 シ ミュレーシ ョン
社会系教科教育学会 『社会系放科教育学研究』第 16号,2004叶.p.56を
もとに筆者作成
単元 ｢希望が丘団地｣では,学習過程において立
場を異にする 4者の主張とその根拠,4つの価値の
対立構造が明らかにされてお り,日本人,日系ブラ
ジル人の立場 ･考え方,共生社会におけるジレンマ
構造を理解 した上で,意思決定を行わせている｡だ
が,まとめの段階において ｢同化や排除にとらわれ
ることなく,人権をもとに考えさせる視点を発表さ
せる｣とされているように,｢人権の尊重｣という価
値に基づいての判断が方向づけられている｡ そのた
め,生徒自身による主体的な意思決定ではなく,｢外
国人労働者の人権も大切にし,彼らを受け入れてい
かねばならない｣という決定が当然のように選択さ
れてしまっている｡
3 態度形成型一単元｢ひょうたん島問題｣
③の藤原氏による単元 ｢ひょうたん島問題｣は,
ひょうたん島という架空の島における三民族の共生
について,ロールプレイングを行うなどして主体的
に考えさせようとするものである｡
単元では,社会問題の深刻化,高度化に伴い5段
階のレベルが設定され,5つの問題について生徒に
学習させている｡ 学習レベルと問題構造についてま
とめたのが次の表である｡
表4 ｢ひょうたん島問題｣の学習レベルと問題構造
レベル 問題一人1才i: 学習ノJ■法
異文化 ･〔亘)あい さつがわからな 3つの ｢民放｣ グループの 模擬rT(Jな挨
｢あい さつ｣が通 じず, コ 拶行動 によ
理解 ミユニケ- シ ヨン .ギ ヤツ る体験 rT(J哩
プを.]Iき起 こすつ 解
多文化 rj)カーニバルがや-Titf= ひ ょうたん島あげての カーニバ ルへの参加 をめ ぐり勤労 に対す る価値観の違 いが文化摩擦 をJ'lき起 こすつ ロールプ レイによる体験的 哩ー解③ ひ よう 学校での学ノ｣格差,教育観の違いが,マ イノリテ ィ .グループによる教育lノlJ容改 ロールプ レイとランキングによる体験的理解
たん教育 善の宴求や民族学校 設 ;/二
理解 (文 の危機 運動 を′l二み,教育政策の多 とIli値のE"∫
化-I"li偵 様化の課題が.′卜まれて く 確化｡
観 .折柄負担) るし
･Cj)とつ くり地区は詑め られるか 1-IJ~=這地域-のマ イノリティ.グループの集作が進み,揮済 コス トが増 人 L,什会政策の変更 課題が/[:.まれるC,同Er:∫:に,相互扶UJとボス支配,女 性差別な どがmIiL,ホス H I会の普遍r]J ロールプ レイとランキングによる体験l'T(J埋解と意思決′-⊥†
グローバル埋梶 (訂ひ よ;) 自｣ 利益(個 々 の｢民族｣利 許 し 合 いに
たんパワ 益)の みの :ー.損 による｢ひよ よる -｣こ 東へ
-の消 うた ん島｣ と い う北有別■産 の{T周川iJ遥
藤原孝幸 ｢グローハル教育 における多文化学習の授業ノj略-シ ミュ レー シ ョ
ン教材 ｢ひ ょうたん島問題｣ を事例 として-｣,仝回杵会科教育学会 『什会
杵研究』第 47号,p.45.をもとに筆者作成
表からわかるように,単元 ｢ひょうたん島問題｣
は,多民族社会において起こりうる問題について,
さまざまな立場からの意見･価値観を比較･検討 し,
意思決定を行わせることを目指 したものである｡ 生
徒は,5つの問題について考える中で,多民族社会
の抱える価値の葛藤について理解 し,ランキング-
価値の序列化を行う｡多文化社会の抱える ｢価値の
葛藤｣,｢ジレンマ構造｣について理解することが目
標 となるとともに,意思決定を通 して,｢多文化社会
の中で自分はどのように行動 していくのか｣行動 し
ていく際の指針を獲得 し,態度を形成していくこと
がねらいとされている｡
以上のように,3氏による単元を分析 した｡単元
｢18･19世紀のアメリカ合衆国｣では,歴史的事例
を探究させることにより,外国人労働者や多文化社
会を理解させることが目指されていた｡ しかし,そ
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こで獲得される知識は,他の多文化社会に転移した
り,グローバル化社会とはどのようなものか理解さ
せるものではなかった0-万,単元｢希望が丘団地｣,
｢ひょうたん島問題｣においては,外国人労働者問題を
シミュレーションすることによって,価値判断や,彼らとの
共生をめざした態度形成が目標とされていた｡
しかし,これらの単元においては,外国人労働者
問題の根本的な要因である,複雑化する政治 ･経済
問題や社会のグローバル化の実態について捉えさせ
ていない｡表面的な事象を教授するのみであったり,
問題の要因を理解させることなしに行動力を育成し
ようとしたりするだけでは,外国人労働者問題の本
質的な解決には繋がらないだろう｡ 外国人労働者問
題の要因である,社会のグローバル化 ･現代社会の
変化を科学的に認識させることが必要なのである｡
JV.グローバル化社会における外国人労働者
本研究におけるグローバル化論は,サスキア ･サ
ツセン氏の論に基づ くこととする｡
サッセン氏は,多国籍企業や巨大金融企業に比べ
て力なきグローバルな主体である移民労働者が,グ
ローバルなものを生み出す役割の一端を担っている
と述べている｡ また,世界都市 (グローバル都市)
と呼ばれる大都市がグローバル化の進展に伴って成
長し,グローバル化が都市の成長と関連すると説明
している 7)｡つまり,サッセン氏の論は,移民労働
者をグローバル化の要因として重視している点と,
グローバル化の具体的な場として都市を想定してい
る点が特徴である｡
サッセン氏は,｢グローバル資本と新たな移民労働
こそが,国家を越えたカテゴリーないし主体の二つ
の主要な例である｡｣ 8)と述べ,資本と移民労働がグ
ローバル化を支えた重要な要素と捉えている.その
上で,サッセン氏は,｢さまざまな国からの対米移民
急増は,それぞれの送 り出しBlで工業生産の高度成
長と外国直接投資の大幅拡大が見られた反面,アメ
リカ経済が失業とインフレの悪化に見舞われていた
時期に生 じた｣ 9)と述べており,このことは,従来
考えられていたように,移民の流入は,必ずしもよ
り高い賃金を求めてより経済状態の良い国へという
ものではないということを示唆している｡
海外移民の増大をもたらしたのは,単純に賃金の
格差があったからというわけではなく,多国籍企業
の進出 ･資金援助が背景にあると言える｡その一方
で,発展途上国では,海外へ出た成年男性に代わっ
て,女性や児童が労働の中心となり,経済的には発
展したものの,伝統的な経済や産業が疲弊 し,それ
が一層海外への移民送出を促 していったのである
10)｡多国籍企業の進出は,発展途上国に経済発展を
もたらしたものの,伝統的な経済･産業を疲弊させ,
移民送出の原因となったのであるo
発展途上国からの移民は,先進国の中でも,とり
わけ,グローバル都市と呼ばれるような,巨大都市
へと集中する｡ ニューヨーク,東京のような巨大都
市には,多国籍企業の本社,巨大金融機関などが置
かれ,高度な専門職が数多く存在する一方で,巨大
都市では,低賃金の未熟練労働 ･サービス労働も必
要とされるので,それらの職に就 く外国人労働者が
巨大都市へと流れていくのである 11)0
途上国の人々は,多国籍企業の影響により外Bl人
労働者となり,移民先では巨大企業や先進国の底辺
を支える労働に従事する｡ 外国人労働者に視座を据
えることで,多国籍企業の進出,先進国から途上国
への直接投資などを通じた経済的な結びつきの強ま
りなど,グローバル化を新たな視点から捉えさせる
ことができると考えられるのである｡
アメリカ合衆国だけではなく,日本など他の先進
国もこの例に漏れない｡｢日本が経済を国際化させ,
東アジアおよび東南アジアの主要な投資Blとなるに
資本,文化を循環させる超国家的な空間を送出して
いく｣12)とサッセンが述べているように,日本にア
ジア諸国からの移民が流入するのは,直接投資,企
業の進出などを通 じて,アジア諸国における日本の
影響力が強まっているためである｡ このように,外
国人労働者問題を事例とすることで,先進国と発展
途上国の関係,多国籍企業 ･グローバル資本による
世界の統合を明らかにできるのである｡
V. 単元 ｢国境を超える労働者たち｣の開発
(1) 本単元の意義
本単元のねらいは,外国人労働者の増加,発展途
上国における労働者を事例とし,｢なぜ労働者たちは
国境を越え,他国へと渡るのか｣という,その原因
を追究させることにより,外国人労働者が増加する
要因となっている社会の変化,すなわち社会のグロ
ーバル化とは何かについて理解させることであるD
外国人労働者問題を扱った研究の多くは,｢外国人
労働者を社会の一員としていかに受け入れてい く
か｣に重点が置かれており,心情理解,態度変容が
㧙㧙
松本 慎乎 ･桑原 敏典
目指されている｡それに対 し,本単元では,価値 ･
態度の変容を目指 した授業の前提である事実に対す
る認識をより科学的なものとすることを重視し,外
国人労働者増加の要因 ･社会の変化について追究さ
せることを目的とする｡
(2) 単元の到達目標
単元で獲得させる概念的知識は以下の3つである｡
A:労働力流出のグローバル化に関する知識
外国人労働者の増加は,送 り出し国の貧困や,
先進国の豊かさによるものではない｡多国籍企業
による世界的規模の経営は,発展途上国の経済や
雇用体系が変化させ,外国人労働者を増加させる｡
B:企業活動 ･経済のグローバル化に関する知識
多El籍企業は,自社にとって有利な経営を行い,
先進Blと発展途上国の格差拡大を助長しているo
労働者の問題に関する国家 (特に発展途上国)の
影響力の相対的低下などは,多国籍企業の圧力に
よるものである｡
C:労働力流入のグローバル化に関する知識
グローバル都市には,大企業や金融業の本社が
あり,そうした高賃金職を支えるための未熟練工,
単純労働が大量に必要とされる｡不足 した労働力
は,発展途上国からの移民によって補われる｡
(3) 単元の展開
第 1時では,Aの知識を,アジアやラテンアメリ
カからアメリカ合衆国への移民が増加 している事実
を確認させ,流出元の発展途上国においてどのよう
な社会の変化があったのかについて追究させること
から獲得させていく.多国籍企業は,低コストの生
産地,低賃金で利用できる労働力を求め,発展途上
国へと進出していく｡MQ ｢なぜ企業が進出したに
もかかわらず発展途上国からの海外移民が増えたの
だろう｣と問い,タイや中国での多国籍企業による
児童労働,女性労働を取 り上げる｡ 多国籍企業の雇
用は,女性 弓巳重労働を中心とするものであり,徳
来労働を担ってきた男性を労働対象として取 り込む
ものではなく,また地場産業や地元企業を衰えさせ
ることを理解させる｡多国籍企業の進出は,途上因
の経済 ･社会に影響を与え,移民流出の要因となる
ことを理解させる｡
第2時では,Bの概念的説明的知識を理解させる｡
Aの概念的知識では外国人労働者増加の理論につい
て理解させるが,Bの知識では,それに加えて,自
国の労働者の問題について多国籍企業に左右される
発展途上国の実態を扱う｡ ここでは,フィリピン･
トヨタにおける, トヨタとフィリピン人労働者の間
の労働争議を事例とする｡MQ｢なぜ,フィリピン･
トヨタの労働者が日本で抗議を行っているのだろ
う｣から探究させ,多国籍企業の権力の巨大化,疏
治 ･経済の世界的な統合,それに伴う国家の地位 ･
権力の相対的な低下を理解させる｡Aの概念的知識
において,多国籍企業の進出による移民送出のプロ
セスについての知識 ･理論を教授 し,Bの知識にお
いては,企業と国家との関わりや,多国籍企業の影
響力の増大について理解させることが目標となる｡
第 3時では,MQ ｢なぜ,低所得の仕事にしか就
けないにもかかわらず発展途上国からの移民が増大
えているのか｣と問い,Cの概念的説明的知識を獲
得させる｡移民労働者は,先進国の中でもとりわけ
大都市へと移動する｡ 大都市には,先述したような
巨大企業 ･多国籍企業の本社などがあり,多くの職
が存在するo その中には,タクシー運転手,ビルの
清掃や空調の維持,高層ビルの窓拭きなどの低賃金
職も大量に存在 し,こうした職に就いているのは,
外国人労働者である｡先進国における労働力のニー
ズが,発展途上国からの労働力によって満たされて
いる実態を捉えさせグローバル化する社会を理解さ
せること目指す｡
衷5 小単元 ｢国境を越える労働者たち｣の単元構成
1 外国人労働者 なぜ企業が進.｢ーlして什事 発展遠 い.画から 外国人ljJ'-働者の増加がめざましいC.多国措h業は,より′l:.産効率のよい鳩を求
流F'EI.の理論に が増えたのに,海外へ働 き 外国人労働者が め,絶展遠 目司へと進r'EI.するOそこでの労働形態は,低賃余の苛酷な労働が~l:_で
ついて理解さ に行く外国人労働者の数 送lrTr.される原l』 あ り,新たな雇川を創rl'｢するものではないC,そのため,国外-職を求め,植民 と
せる段｢街 が増えているのだろうo なる外国人労働者が増-JITするo
2 多国繕作業と なぜ,フィリピンの トヨタ 多国籍企業によ 発展途 l-_回における多国繕介業の経営は,多くの失業者,苛酷な労働環境をIr-.
国家の関係性 で働 く労働者が,日本に来 る国家政策への み,■lJ.し,外国人労働者送り-1の原l去卜となっているoそうした現状があ-)ても多国籍
させる段階 千.打し議スピーチを行ったのだろうつ 海外流出への影響 ノ.:右され,多国結企業に依1'f二しているためであるo
3 什 会 の グ ロー なぜ,低所得の什事にしか 先進国へ外国人 外国人労働者は,北逸因-と流入するCそこで労働者たちは,帆賃金労働に従
パ ル化 につ い 就けないにも関わ らず与己 労働者が流人す 事するものが多いが,先進国において安価な労働力が必要とされているためであ
て理 解 させ る 展途上国からの移民が憎 る原Iと1 るo多国籍企業による押流統{Tが進められ,労働ノJや資金がrl:肘'机二移動 してい
段階 えているのか〇 る.逮.lJ_国から光進回への人目移動は,国家権ノJの低 卜,多国結介業の力の増人
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資料 小単元 ｢国境を越える労働者たち｣(仝3時間)教授書
第 1時 ｢増えゆ く外国人労働者｣
展開 教恥による指示 .発間 資料 教授 .!?i:習TIJ動 ノ卜_徒か ら引き川 したい知識
すべてをIT本で./I._直 して海外に姉川. 場 の .Elk-淋規 模 P:資料 を見て答えるT 発問する
しているのだろうかo 化｣(布富川正博編著『グローバリ 薩が才J‥われている, 夕イ ーフィリピン -イン ドネシア .マ レ-シア .シンガポ-ルなど東南アジア諸国でそれぞ
この ように,自国だけでな く,港 ゼ-シ71ンとアジア 21世紀 にお れパーツをYI.:つて組み{†わせているつ･多国籍介業口あるいはIEI.yMt業 ともい う〇外 か ら道川.してきた介業が設 ;r_した ｢二場で働 く人な
外 にも逸.EH.し,打 者を行 なっているような介業の ことを何 とい うだろI),3･多国籍か業が進.【日.し,_lt場 を設:､:∫-_した ではイ｢:事の牧はどう変わるだ けるアジアの 胎動』ミネルヴァ書戻 ,2007 年 3月.p.43.)〔古豪 ｢送 り.[日,し P:答えるT 雅問するP:答える党間
7)うo･次の資料 を見なさいoこれはアメ どが必要になるから,什事は増えるJ･自分の国か ら他の国へ移付:する人のこと0.日二長fgJ間.カナTTlI国に移民 してきた人の地域 地域別のアメリ P:終える
肌の長であるo移民 とはどういう人 カ へ の 移 ti三者 T:説｣リJする に及ぶ労働者のことを移民,あるいは外国人労働者 とい
のことか〇二の衣か ら各地域の移民数にどん 数｣ (世 淋 銀 行著 .新 井敏 夫訳『グローバリゼ- P:説]刑を聞 くT 発間する うつ･ヨーロッパか らの移民の数が減 り,アジアや■l｣南米からの移民が増JlTしている凸同l.1甥｣に など,発展逮.I-_回への17モ業進l【J.が盛んになっているo
な変化があったといえるだろうct シコンと経 済 開発』シユプリンガ- .フ二Lアラーク辛株 式 会 社,2004年 9月.p.Rtq.) P:資料 を見て答える
展開 ○なぜ企業が進目 して什事が増 えたのに,妄在外へ肋 さに1-JA.く外国人労働 ･:3].rグロ-パル T:発問するP T,想施 間 (わか らない〕
の は誰だろうかcLI-書Ll事｢日の 13歳の少 女 の賃 1号は 人人 化 と児童 労 働｣(:20071F:-5日15日,軌 日新聞 P:蓑 軒トを見て 答 えるT 発 間する
T:雅問するp 資料を見て符える発間P資料を見て答える を 稼いでいる n･エ ビの殻 をむ く作業は手;Lの器川さが必業な什事であるから¢弓巳童労働の多 は,働いている で-どもたちの賃金は人
7)うo･次の資料を見な さ いo働いて いる 人たちの半'JJL程度 というケースであるか らo彼如 よ大人
T :ヴ己関する と同 じように稼げる分まだよいということ,i･20歳前後の若 い女性 た ち o )J収 は 500-17.-)亡 (約 8
のは誰 だろうoまた 給料はどれ くら 都 rTJ]n二l二場の 様 p:薯 料を読んで 答 えるT 発 間するP 答 える問施
い給料 で労働者 を 雇 え る のだろうかO･みてきた例か ら多国籍企業の経営には, どのような特徴があるといえ か ないでやめて い くため 〇･安 給料で労働ノ｣を手に入れるために, (▲どもや若い
るだろうO･なぜ多国籍企業の二J二場では,男1-Jl=. 夏作を雇い, 大量./E:_産を1.J-つているつ･介業はlLt賃金で労働者を雇いたいが,男什労働者の給料は高 くなるか ら,j また,男件労働者 も給料が J'-どもたちと同 じくらい安 くては家族 を毒づて暮 していけないかL-)つ競争に負けて倒産 して しまうのではないかn
労働者は少ないのだろうかつこれ までみてきたよ な肘徴のあ 化 と労働者｣ (クラウス.ベルナ-ハン バイス著.下川 真 一-訳『世界ブランド企業黒 P:資材トを見て答えるT ヴ己関する
る多国籍介業がやってきたら, -ノ亡々あった介業はどうなるだろうU 吾 人と地球を食い物 にする多国籍 企業』明石 書店 ,2005 年 8月.r)∴37,),L.6)｢グローバ ル化の影響｣(削lT耕.臥2005隼 9 J17日 16両二) P:終える
終 結 C.なぜ企業が進日日ノてイ]二事が増 えたのに,海外へ肋 さに如 く外国人労働 T:絶間するP 答える ･多国籍介業で行なわれる労働は安い給料で √-どもや若
㧙㧙
松本 慎乎 ･桑原 敏典
第2時 ｢フィリピンからの抗議スピーチ｣
展開 光間 資料 教授 .I?:習,iTi動 _′E-J_徒か ら引き川 したい知識
導入 ･次の写真 を見なさい oこれはイlrTの ･:73写真 ｢トヨタ T:薯がトを見せる (わか らない〕
写真だろう口この人は何をしている 本 ITI 前 の P:資材トを見て答える (何かの演説 ?選挙とか ?)
のだろうか,j TMPCWA の抗議写真｣(遠町は T:説]リJするP 明を聞 く党関 日本でスピーチをしているつこれはある日本の17:業の本杵の前 るひ .合 J'.文夫『トヨ タ .イ (わからない〕
で打われた1)t議スピーチであるo ン.フィリピン』 P:資料を見て答える トヨタの本fl:前であるC(日本人?アジアの人かな ?〕
休どこの介業だろうUこの人はどこの国の人だろうかO･ではこの写真 フィリピン人たち 社 会 評 論 I.上2008隼6日〕 T:説｣リJするP ]刑を聞 く確聞
P:答える フィリピン人○
蒐間 日I本の トヨタの 上場で働いている人?日本に働 きにき
は普段 どんな什事をしているのだろ P:答える ている外国人労働者 ?)
うG トヨタとはどのような関係 にあ ブイ.)ピンの トヨタの二l二場で働いている労働者であるL,
るのだろうつ 彼 らはこの抗議スピーチをするため,来日した口
展開 ○なぜ,フィリピンの トヨタで働 く労働者が,日本に来てまで, 1､ヨ夕木社にデモ .抗議スピーチを子JLつたのだろう〇･次の資料 を見なさいUフィリピン ⑥ フィリピン . T:発問するP 芥える資材トを見せる 〔フィリピンの トヨタ.1二域で何かあったのかな)･増産,増産で賎業は長lけ間に渡 り,労働者たちは披づ;
の トヨタ_r二場の労働条件はどのよう トヨタの劣悪 な p:資料を見て答えるT 絶間する I木一腰O労働に見lTわない低賃金労働で,有給休暇がとれであるかo賃金や休暇ついてはどだろうぐ･労働喋境が悪いとき,労働者たち 労働環境 (遠野はるひ .余丁,文夫 『トヨタ .イン.フィリピン』 ないばかりか,病気のときにも休めなか-)たo(わか らない ス トライキ ?)
かができるだろうかo 2008隼6日.) 合をつ くり,協力 して介業 と~交渉するO
･次の新聞記事を見なさいo抗議ス ⑨ ｢トヨタに卜J-l ･フィリピン .トヨタ労働者組合 (TMPCWA)の委員長
ど-チに関 連する記事であるむスピ 交宴求 7 イリ P:資料を見て答えるT 発間する であるoTMPCWA は,フィリピン .トヨタの従業員で
-チ しているのが (記事に登場する〕エ ド委員長であるo被は何の組織の委員長だろう〇･フィリピン .トヨタは,TMPCWA ピン現地法人の労組｣ (削日新聞,2004イI:-9日21日,26両)･j_(j)｢フ ィリピン つ くる約 600人からなる組織であるo･認めていない ロそのため,TMPCWA がス トライキを
を認めているだろうかcL P:答える 1.J=なったlIFjHこ,233人が解雇 されたct
･どうして ,フ ィリピ ン ートヨ タは T:確聞する 川結 してilt業と交渉された り,ス トライキを行われた
労働組合を 組織 させな いのだろ う , P:I'r想 して答えるT 肇料を提示す りす と,賃_卜げを要求されたり,労働条件の改善を要あるいは, しても認めないのだろうU 憲法-や法律では,労 求されたりして,{T三業の利i'lfが損なわれるためし憲批 労働法において,労働者の結朴のEHEr,川件交
働者の権利 は tt1う認め られているか,3･なぜ,憲法 .法律において労働者 の憲法 .法律における労働者の P:資料を見て答える 渉権が認められているぐ権利｣(遠野はるひ.令 文.)こ『ト T 雅間する (わか らない〕
らず,ブイl)ピン政ljJl.は TMPCWA イリピン』什会 T:説明する 〔解決 しようという気持 ちがあまl:)ないのではないかO〕･辞済開発 ロ累積債務の増大や,経済不1)iの解消にl,'Jけ
の問題 を解決することがで きないのだろうむ･フィリピン .トヨタの問題が勃発 評論什,2008イド6日.)･蓬i)rア口ヨ 政権 P:説1リJを聞 くT 雅問する
ていた問題はlrJかO ていたむ
･フィリピンの.l二業地域において, J人きな影響ノJを持っている,3日'本政府のODA遁lJJだけ
日本やlT本i1業の役割はどのような 薯料 見て答えるがト 提示する でなく, トヨタなど17モ業による賛1日左LlJも行なわれ, さ
ものかo らにilt業進出による据済発展 も見込まれるつ
政 l付に って トヨタは ･ 国の碓展のた めに欠か せない存 在Gフィリピンの折1,i
どのようなfI:イl三であるといえるのだろうo･もしトヨタが撤退 したり,従来の とは｣〔遠野 はるひJ余J'-文夫 『ト P:資 料を見て答える は , トヨ タに 伍 /I:し,/l:.イlAされている両があるロヨ夕.イン .フィリピン』 什会 T 確 聞する ･ 1-jl助命 が受 け lkれな く なり.粧 清雅展を~上える自動車
経営を1-JI-えなくなったらフィリピン 評論朴,2008イI:- P:資 料を見て行えるT 発問する 産 業が打 撃を 受 けること になるo そのため,フィリピン
山女JjJ-.ほどうなるだろう G 6JJ.) の 縦 済は :;lL.ち行 かな くな る O
･トヨタ 一フィリピン問題から, ト ･トヨタをは じめとする日本の巨人介業は
ヨ夕とフィリピンの関係はどのよう P:答えるT 絶間する に大きな影響 をfjJえているo トヨタ .フィリピンでの緯であるといえるかO･しか し,I)t誠 に来た労働者たちは 済開発 ど,フィリピンは トヨタに依存 しているといえる･′hi.1していけないo他の職に就 くか,前峠でみたよう
解雇 されたままだ-)たら′I,_ilTl.してい P:答える に,他国へ渡 って,外国人労働者とならなければいけな
けるだろうかo いのではないかcL
終結 C.なぜ,フィリピンの トヨタで働 く T:絶間する トヨタによる圧ノ｣のため,フィリピン国rノ､｣で労働争議
労働者が,日本に来てまで, トヨタ P:答える が解決 しないためつ トヨタなどの多国籍介業は,逮_I-_国
本杵にデモ .抗議スピ-チを子;.つた に圧力をかけることで,逮.卜回の経済や労働者の鹿川の
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第 3時 ｢国境を越える労働者たち｣
展開 教帥による指示 .発間 資料 教授 .!?:習7.l-lJ動 付従か ら,Jlきll.したい)三日識
若人 (前回の複習)発展途上国か らの移 ⑫ ｢海外移民の T:ち己関する 弓己屈途_E.周 に多国結企業が進.Il.してきた影響を受け,
民税lllの原 l左目よどのようなものであったかo･アメリカに移民 としてやってきた P:終えるT 絶間する 国内での凡労機会を失った人たちが移民 となったo〔せっか くアメリカにヤ-)できたんだか ら.)亡の什事より
人たちはどのような什事をやっているのだろう,-T,想 しなさい,3･資料を見なさいo移民 として,他 P -T,想蒐間 もたくさんお<l主の稼げる什事 じゃないかな)･IT産業など高いJ封小｣二ノJや専EHJr摘巨ノJを必要とする什事
いているのだろうかo 川IE博編著『グローバリゼーションとアジア 21世紀におけるアジアの胎動』ミネルヴァ書房,2007年 3月.p.283.) 各種サービス労働 など低賃金の什事に就いている移民の力が多いO賃令は1:J:国での什事に比べたら高 ものの,移民らしの国に什む人の貨令に比べたらかなり安い〇
展開 C.なぜ,低所得の什事にしか就けないにも関わらずヲ巳展途_I-_国 らの移民が増えている かOアメリカへと移住する発展遜 卜回 (l詠rTjTJ*17 T:発間するP T,想ヴ己関 (わからない〕ニューヨークやロサンジェルスのような大姉 lート 巨人
か らの移民は,合衆国の どこに移什しているかつ･なぜ,移民たちはアメリカの車で b'Ie国r人Jでの移民の _ー:_要 州 別 /)Jt p:資料を見て答える 那lJlへの移民がほとんどであるG布｣(サ スキア.サツセン著.森 田桐 T 発間する 〔知らない〕
ような巨人都市 にはどの ような什事 写真｣･蓬Sj｢NY タ クシー P:資料を見て答えるT 絶 間する 什や人 T.鈍才JL.や政JLI,組織など,蚊清や経済 L金融の■l｣心があるだろうかG･次の蛍料を見 なさい o何 の -ELl事だ 地であるため,さまざま 高級職が集'目しているo 本の首都である 東1;〔などと同 じであるUニューヨークの タクシー運転手 ス トライキをしてい
ろ うり ストの 秋 ｣ (削ll P:資 料を見て 答 え る るつ
･なぜ礼巨)はス トライキを し て いる 新阻 20 07咋 11日15日, 10両)･⑯ .9.11テロの写 T:発 間する ･車両に GPSの設置を義務十日ナられたか らOGPS代は
の だろうO･｢イエローキャブ｣の運転tはどの P:資 料を見て 答 え るT 雅間する 運転手の負担 となるなど,彼 らにとってよいことはほとんどないG･ほとんどが移民労他者たちG7メlJカ人は1号休の 2割
ような人たちなのかo P:資料を見て符える 程度o
･記事の ｢l十人射1I.:運紅Tのプラウ T:碓 問する (遁 紅 手が殴 られたりす る )
環境 についてわかること いいなさいつ次の写 真 を見なさいoこれは付の 環境 が残って いる 〇2001イ)I.9日11日のワール ド .トレー ド-センタービ
写真かぐ 真 (削 ll新聞 ,20021l:J,2日13 帖 10両)⑰イ 移民たちも P :資料を見て 答 え る ルへのテロ攻撃の写真ぐ
この テ ロによって,亡 くなつたの T :絶間する ･ワール ド,トレード.セン タ ービルで 働 いている人企
はどのよ うな人たちだろうかU P :答える 業の人や余 融業の人た ち O
･実は,テ ロ で 亡 くなった 人の 車に T:絶間する (企業の人たちかな)
は移民の人 も いる O どん な 人たちだろうo･次の督料 を見なさいoLくなった 1,想するT 確聞 (テロのときに,ビルのそばを'1-I.いていたノし〕･清掃業の人などウワール ド.トレー ド.センター ビル
移民の人はどんな什事をしていた人たちだろうO二つの資料から,巨人都~‥‖二はど 犠 牲 と な っ た9.11テロ｣(軌1l P:資料をみて答える にはたくさんの移民労働者が働いていた〇新聞,2002年2日 3日,10両), T ヴ己問する 一巨人都~眉 二は,高柳搬だけでなく,低貨令の什事 もた
のような什車があると考えられるだろうかぐこれ らの什事にJl吐くのは人変だろ ･事).テロでの末世非貿易 ビル犠牲者 (酬日新間夕仇 2003隼 10 P:符えるT 施間する くきんあるJ･プラウ トさんの記事に ｢移民でも,｢一人女什で も-什
うかU･反射に,巨人介業のオフィスや金 JJ30日,2両) P:答えるT 確聞する 事ができる｣ というように,高;i'■歴や,特殊な技能を必要 としたりはしないo･大学を卒業 た り,専l"川iJな教育を受ける ど,高学
融介業で働 くため にはどうだろうかO･なぜ移民たちは巨人都lEiへ と移民 P:答える 歴が必要 となるDT ヴ己関する ･高級職 違って,特別な技TJtEやゴTi':歴を必業 とせずに此
するのだろう臼 P:符える ける什事がたくさんあるためO
J発展遮.E.回からの人の移動はどの T:党関する ･多国籍介業などの本什がある.El:yJ都lEiにおける,低賃
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V. おわりに
本研究では,外国人労働者の増加の要国を探究さ
せることによって,グローバル化社会を科学的に捉
えさせる社会科単元開発を行った｡社会問題とその
背景にある社会の構造の変化を関連付けさせること
が,開発単元のねらいである｡生徒が既知の知識 と
して持っている,送 り出し国側の貧困や失業率の高
さなど,常識的な見方 ･考え方にとどまらず,外国
人労働者の増加は,多国籍企業の発展途上Blへの進
出や,国家権力のもつ国境を越える人口移動の管理
能力の低下などが原因となっていることを捉えさせ
る｡そうすることによって,グローバル化社会に対
する科学的認識が形成され,現代社会を理解するこ
とが できるのである｡
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2)伊預谷壁土翁 『グローバ リゼーションとは何か
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